
令和 7年度さいたま市立中学校等国際交流事業派遣生徒アンケート結果 

対 象 者 令和 7年度さいたま市立中学校等国際交流事業派遣生徒 

回答期間 令和 7年 7月 18日（金曜日）から 7月 31日（木曜日）まで 

回答者数 52人／67人（回答率 77.6％） 

 

本アンケートの結果については、今後、代替措置を検討していく上での参考にさせていただきます。 

 

【設問と主な回答概要】 

１ 国際交流事業に期待していたことや楽しみにしていたことを教えてください。 

  ・自分の英語力を試したかった。 

  ・将来の目標や夢への一歩として海外での生活を経験したかった。 

  ・初めての海外に行きたかった。 

・海外でホームステイし、現地の学校に通ってみたかった。 

  ・日本とは違うニュージーランドの文化や自然を味わいたかった。 

  ・現地の人とコミュニケーションしたかった。 

・帰国後、学校で発表したかった。 など 

 

２ 今後の代替措置について、あなたの思いや願いを教えてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑦その他の記述＞（重複回答あり） 

・来年度以降は、問題なく行けるようにしてほしい。  ・高校で国際交流をがんばりたい。 

・夏休み中に行われる英語弁論大会に参加したい。   ・まずは、高校入試に集中したい。 

・代替措置が本当にできるのか信用できない。 



３ その他、教育委員会に知ってほしいあなたの気持ちがあれば、教えてください。 

＜国際交流事業について＞ 

・夏休み中に現地の人たちと交流を深め、文化の違いなどを肌で感じたかった。 

 

＜代替措置について＞ 

・参加するかどうかは個人の判断に任せ、中止にはしないでほしい。 

・この事業に参加するために３年間努力してきたので、春休み等に実施してほしい。 

・海外に行けるとしても、事前に準備が必要なグループ活動は、避けてほしい。 

 

＜教育委員会のこれまでの対応について＞ 

・７月３０日から８月８日に代替措置がないなら、すぐに知らせてほしかった。 

・説明会では、代替措置についての具体的な説明が聞きたかった。 

・説明を聞いても納得ができなかった。謝罪が足りていないように感じた。 

 

＜教育委員会の今後の対応について＞ 

・準備にかかった費用は返ってこないので、二度とこういうことが起きないようにしてほしい。 

・説明会の内容の書面がほしい。報告を随時してほしい。 

・校長先生と私たちが話し合うなどして、それぞれの気持ちを尊重した対応をとってほしい。 

・学校から派遣生徒への説明について、どの学校でも同じようにしてほしい。 

 

＜その他＞ 

・調査書への記述の仕方や扱いについて、検討してほしい。 

・今回の件についてニュースで知ることとなり、ニュースの方が明確に説明されていた。 


